
貝塚市立木島小学校
　　　　　第１４号
　平成２８年３月２３日

気持ちのよい　あいさつができる子
　　しっかり考え　行動できる子
　　　まわりを気づかい　思いやる子

５日(火) PTA全実行委員会
６日(水) 入学式準備

新２年　登校　９時５０分
　　　　　下校１１時ごろ
新６年　登校　８時３０分
　　　　　下校１１時ごろ

７日(木) 入学式(新１年生）
受付８時３０分　開式９時

新２年　登校　８時３０分
　　　　　下校１０時ごろ
＊新２年生は入学式に発表のため登校

８日(金) 始業式
全校児童　登校　８時３０分
　　　　　　　下校１１時３５分ごろ

１１日(月) 離任式
１２日(火) 二測定５・６年
１３日(水) 二測定３・４年
１４日(木) 二測定１・２年　児童委員会
１８日(月) 内科検診　１年・４年
１９日(火) ６年全国学力テスト

心臓一次検診１年
２０日(水) 尿検査
２１日(木) 授業参観・懇談会・PTA総会

尿検査
２２日(金) 遠足
２５日(月) ２・５年内科検診
２６日(火) 聴力検査１年　

家庭訪問（三ツ松・水間）
２7日(水) 聴力検査２年

家庭訪問（三ツ松・水間）
２８日(木) 聴力検査３年

家庭訪問（森・森住宅）
２９日(金) 昭和の日

５月
２日(月) 家庭訪問（名越）

聴力検査５年
６日(金) 家庭訪問（清児・清名台）

６月
 ３日（金） 運動会準備
５日（日） 運動会
６日（月） 代休

（当該学年には、別途プリント配布済み）

（持ち物は各学年だよりをご覧下さい。）

検索　　　　貝塚市立木島小学校

　
三
月
十
五
日
（火
）
に
、
六
年
生
を
送
る
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
四
年
生
の
実
行
委
員
が
中

心
と
な
っ
て
司
会
、
進
行
を
し
て
、
一
年
生
か

ら
五
年
生
が
、
六
年
生
に
お
祝
い
の
言
葉
や

歌
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
四
年
生
か
ら
は
、
心
を
こ
め
て
作
っ
た

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
六
年
生
に
贈
り
ま
し
た
。
六
年

生
は
卒
業
式
に
こ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
つ
け

ま
す
。

　
六
年
生
か
ら
も
在
校
生
に
む
け
て
、
お
別
れ

の
言
葉
と
歌
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

六
年
生
は
、
在
校
生
が
つ
く
っ
た
花
道
を
通
り
、

笑
顔
で
体
育
館
を
出
ま
し
た
。

　
三
月
十
七
日
（木
）
に
は

百
四
人
の
卒
業
生
が
木
島
小

学
校
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

 

子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
が

卒
業
証
書
を
し
っ
か
り
受
け

取
り
、
呼
び
か
け
で
は
堂
々

と
胸
を
張
っ
て
大
き
な
声
を

出
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
で
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

六
年
生
を
送
る
会
・卒
業
式

三
年
生
　
昔
の
暮
ら
し
体
験

  

二
月
二
十
二
日(

月
）
に
三
年
生
の
昔
の
暮

ら
し
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
地
域(

長
生
会
）

の
方
々
か
ら
昔
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
を
聞

き
、
「
か
ん
ぽ
っ
く
り
」
「
は
た
き
づ
く
り
」
「
松

風
ご
ま
づ
く
り
」
「
洗
濯
板
で
の
洗
濯
体
験
」

「障
子
張
り
体
験
」
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
運
動
場
に
出
て
七
輪
で
お
も
ち
を

焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「

お
い
し
か
っ
た
」
「
家
で
も
や
り
た
い
」
と
い
う

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
地
域(

長
生
会
）
の
皆

さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「木島小学校の思い出を胸に」 
                                                         校長  川﨑 雅也 

   

 ３月１７日（木）、１０４名の六年生に卒業証書を手渡しました。六年生の子どもた

ちが、この６年間大きく成長したことを心からうれしく思い胸が熱くなりました。 

当日「はなむけの言葉」として､木島小学校で培ってきた力を大切にしながら、中学

校でも夢に向かって大きく前進してほしいという思い、次のような内容を話しました。

●「しっかり考え行動できる人」になってほしい。 

十七世紀の哲学者、数学者、物理学者であるパスカルの著書『パンセ』の中に「人

間は考える葦である」という言葉があります。これはとても有名な言葉ですが、「人

間は一本の葦であり、自然のうちでもっとも弱いものにすぎない。しかし、それは考

える葦である」人間とは孤独で弱い生き物だが、考えることができることは偉大であ

り、尊厳があるとパスカルは言っています。中学校に進学すると、小学校以上に自分

で考えることを求められます。それが「自律」につながります。しっかり考え行動で

きる人になってください。 

  

●「相手を思いやる心」を持ってほしい。 

みなさんは、本当に随所に「相手を思いやる心」を持って、今年度最上級生として

がんばってきました。泣いている１年生に６年生がやさしく接している姿やたくさん

の１年生をぶら下げている姿を見ました。運動会や駅伝ではお互いが助け合い支えあ

うすてきな姿も見ました。学習では、楽しそうに教え合う姿も見ました。修学旅行で

は、グループで楽しく行動する姿も見ました｡本当にみなさんはこの１年で大きく成長

しました｡それをこれからの中学校生活でも、もっともっと伸ばしていってほしいと思

います。 

 

●「出会いを大切」にしてほしい。 

皆さんは四月から中学校へと進学し、新たな出発をすることになります。新しい友

だちや先生方、そして部活動の先輩など、きっと素晴らしい出会いが待っていること

でしょう。先ずは学業にしっかり励むとともに、スポーツや趣味、友だちや家族との

語らいも大切にして、多くの出会いをこれからの糧として、心豊かな人間に成長して

ほしいと思います。 

 

最後になりましたが、保護者の皆様、PTA 役員・実行委員の皆様、関係機関の皆様に

は、この一年間本校の教育に対して多大なご支援・ご協力をいただきましたことを深

くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 


